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●Vol.　33　No.　1　 NASH 2018
巻頭言 小池　和彦 7～8
これからの肝臓病診療と NASH

 1． NASH・NAFLDの疫学
 川口　　巧・鳥村　拓司 9～16
 2． NASHの診断―アルゴリズムと問題点
 杉本　和史・竹井　謙之 17～23
 3． NASHの病理所見
 全　　　陽 25～30
 4． NASH・NAFLDの画像による評価
 小林奈津子・飯島　尋子
 吉田　昌弘・西村　貴士
 西口　修平・廣田　誠一
 近藤礼一郎・矢野　博久
 鹿毛　政義 31～36
 5． NASH診断のバイオマーカー
 角田　圭雄・鎌田　佳宏
 米田　正人・小野　正文
 江口有一郎・米田　政志 37～43
 6． 糖尿病と NASH・NAFLD
 添田光太郎・植木浩二郎 45～52
 7． NASHの遺伝的素因
 岡上　　武 53～60
 8． NASHと腸内細菌
 谷合麻紀子・橋本　悦子 61～65

 9． NASHの動物モデル―病態よりみた妥当性
と問題点

 汐田　剛史 67～76
 10． NASHにおける肝癌発生の実態
 伊藤　義人・山口　寛二
 楳村　敦詩・森口　理久
 原　　　祐・瀬古　裕也 77～83
 11． NASHの治療はどこまで進歩したか
（1） 栄養・運動療法による成果

 松浦　文三 85～91
（2） 抗酸化薬による治療

 池嶋　健一 93～99
（3） 糖尿病治療薬による治療

 中牟田　誠 101～106
（4） NASH線維化に対する薬剤治療の試み

 赤羽たけみ・𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 107～112
（5） 世界で開発中の NASH治療薬

 荒瀬　康司・芥田　憲夫
 川村　祐介 113～118
●Vol.　33　No.　2　 自己免疫性膵炎（AIP）
巻頭言 岡崎　和一 145～147
 1． 自己免疫性膵炎の疾患概念―IgG4関連疾患
としての AIPの位置づけ，1型と 2型の相違

 川　　茂幸 149～156
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 2． 病理からみた自己免疫性膵炎―その発生機
序を含めて

 能登原憲司 157～163
 3． 自己免疫性膵炎の発症機序
 塩川　雅広・児玉　裕三
 妹尾　　浩・千葉　　勉 165～171
 4． 自己免疫性膵炎の診断基準とその実際
 神澤　輝実・来間佐和子
 千葉　和朗・田畑　拓久
 小泉　理美・菊山　正隆 173～180
 5． 自己免疫性膵炎の膵外病変
 藤森　　尚・伊藤　鉄英
 三木　正美・立花　雄一
 河邉　　顕・小川　佳宏 181～187
 6． EUS/EUS‒FNAによる自己免疫性膵炎の診
断

 岩井　知久・木田　光広
 今泉　　弘・奥脇　興介
 山内　浩史・金子　　亨
 小泉和三郎 189～196
 7． 自己免疫性膵炎の CT，MRIの特徴的所見
 井上　　大・戸島　史仁
 米田　憲秀・北尾　　梓
 小森　隆弘・蒲田　敏文 197～202
 8． IgG4関連硬化性胆管炎と原発性硬化性胆管
炎の鑑別

 内藤　　格・大原　弘隆
 中沢　貴宏・清水　周哉
 林　　香月・城　　卓志 203～210
 9． 自己免疫性膵炎の初期治療
 滝川　哲也・正宗　　淳
 菊田　和宏・菅野　　敦
 下瀬川　徹 211～217
 10． 自己免疫性膵炎の長期経過とmanagement
 平野　賢二・渡邉　健雄
 前川　久登・中村　知香
 中井　陽介・小池　和彦 219～226
●Vol.　33　No.　3　 GERD診療 2018―現状と課題
巻頭言 木下　芳一 257～258
 1． GERDの疫学
 沢田　明也・藤原　靖弘 259～264
 2． GERDの病態
 小泉英里子・岩切　勝彦 265～272
 3． GERDの診断
（1） 自覚症状の評価

 保坂　浩子・栗林　志行
 下山　康之・河村　　修
 草野　元康 273～278
（2） 内視鏡診断

 浅岡　大介・竹田　　努
 永原　章仁 279～286
（3） 胃食道逆流の評価

 蘆田　　潔・山下　博司 287～294

 4． GERDの治療
（1） 内科治療

 大島　忠之・富田　寿彦
 應田　義雄・福井　広一
 渡　　二郎・三輪　洋人 295～301
（2） 内科治療：難治例への対応

 足立　経一・岡田真由美
 沖本　英子・三代　知子 303～309
（3） 外科治療

 小熊　潤也・小澤　壯治
 数野　暁人・新田　美穂
 二宮　大和・谷田部健太郎 311～315
 5． GERD関連の話題
（1） H. pylori感染と GERD

 深川　一史・山道　信毅 317～322
（2） GERDと生活習慣病

 内藤　裕二 323～328
（3） GERDと睡眠障害/睡眠時無呼吸症候群

 岡　　政志 329～333
（4） GERDと呼吸器症状

 川西　幸貴・前北　隆雄
 加藤　　順・井口　幹崇
 吉田　岳市・北野　雅之 335～338
（5） Barrett食道

 天野　祐二・原田　英明
 中原良太郎・村上　大輔
 末廣　聡士・勝山　泰志 339～345
●Vol.　33　No.　4　 慢性便秘―新たな分類と病態・診断・治療
巻頭言 屋嘉比康治 365～366
慢性便秘診療―新たな時代を迎えて

 1． 定義・分類・診断基準
 味村　俊樹 367～375
 2． 疫　　学―有病率・家族内集積・性差・年
齢・BMI・予後

 千葉　俊美 377～382
 3． 病態生理
 鹿野島健二・大久保秀則
 中島　　淳 383～386
 4． 診　　断
 稲森　正彦・飯田　　洋
 藤田　浩司・日下部明彦 387～392
 5． 治　　療
（1） 生活習慣

 尾髙　健夫 393～398
（2） 薬物治療全般

 鳥居　　明 399～404
（3） 上皮機能変容薬

 岡　　政志 405～410
（4） 漢方治療

 眞部　紀明・鎌田　智有
 春間　　賢 411～416
（5） プロバイオティクス

 岡田　義清・穂苅　量太 417～420
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（6） 浣腸，坐剤，摘便，逆行性洗腸法
 水城　　啓 421～425
（7） 慢性便秘症の心理的異常，薬物療法，心理

療法とバイオフィードバック
 福土　　審 427～434
（8） 外科的治療

 吉岡　和彦・徳原　克治 435～439
 6． 二次性便秘の診断と治療
 大久保秀則・冬木　晶子
 中島　　淳 441～446
 7． 高齢者の便秘
 山本　貴嗣 447～451
●Vol.　33　No.　5　 緊急内視鏡の適応と実際
巻頭言 髙橋　　寛 473～474
 1． 消化器診療における緊急内視鏡の役割
 春田　純一・山口　丈夫
 土居崎正雄・鷲見　　肇
 村手健太郎 475～480
 2． 望ましい緊急内視鏡診療体制
 落合　頼業・菊池　大輔
 飯塚　敏郎・布袋屋　修 481～487
 3． 上部消化管出血（静脈瘤）
 中村　真一・岸野真衣子
 山本　浩隆・小林亜也子
 山本　果奈・徳重　克年 489～495
 4． 上部消化管出血（非静脈瘤）
 島岡　俊治・古川淳一郎
 飯福　沙織・馬場由紀子
 楠元　大岳・海田　正俊 497～503
 5． 小腸出血
 中村　正直・大宮　直木
 廣岡　芳樹・後藤　秀実 505～511
 6． 大腸出血
 青木　智則・山田　篤生
 藤城　光弘・小池　和彦 513～520
 7． 腸　閉　塞
 富永　健司・木村　隆輔
 森　麻紀子・吉田　有輝
 高橋　厚子・前谷　　容 521～526
 8． 膵　　臓
 瀧川有記子・潟沼　朗生
 高橋　邦幸・林　　　毅
 矢根　　圭・金　　俊文 527～534
 9． 胆　　道
 幡丸　景一・川路　祐輝
 奴田　絢也・田村　　崇
 糸永　昌弘・北野　雅之 535～544
 10． 消化管異物
 加藤　真吾・屋嘉比康治 545～550
 11． 消化管軸捻転
 三上　達也・相原　智之
 佐竹　美和・坂本　十一
 東野　　博・福田　眞作 551～554

 12． 小児における緊急内視鏡の注意点
 中山　佳子 555～560
 13． 高齢者における緊急内視鏡の注意点
 河口剛一郎・池淵雄一郎
 八島　一夫・磯本　　一 561～566
●Vol.　33　No.　6　 ガイドラインに基づいた肝癌診療
巻頭言 國土　典宏 585～586
 1． 肝癌サーベイランス
（1） サーベイランス対象の肝疾患

 西村　貴士・飯島　尋子 587～592
（2） 肝癌サーベイランス・診断アルゴリズム

 建石　良介 593～597
（3） 肝癌サーベイランスのための画像検査

 鶴崎　正勝・祖父江慶太郎
 村上　卓道 599～604
 2． 肝癌治療のアルゴリズム
 有田　淳一・赤松　延久
 金子　順一・阪本　良弘
 長谷川　潔 605～611
 3． 肝癌治療の実際
（1） 肝切除術

 久保　正二・竹村　茂一
 田中　肖吾・新川　寛二 613～618
（2） 穿刺局所療法

 南　　康範・工藤　正俊 619～625
（3） 肝動脈（化学）塞栓療法

 渡谷　岳行 627～631
（4） 薬物療法

 山下　竜也・寺島　健志
 荒井　邦明・金子　周一 633～640
（5） 肝移植

 坂本　和彦・永野　浩昭 641～646
（6） 放射線療法

 奥村　敏之・井垣　　浩
 武田　篤也・櫻井　英幸 647～652
 4． 肝発癌予防
 安井　　豊・泉　　並木 653～658
 5． 肝癌治療後のサーベイランス・再発予防・再
発治療

 波多野悦朗・中村　育夫 659～664
●Vol.　33　No.　7　 膵癌 update
Ⅰ　疫学・基礎
1　 膵癌診療ガイドライン 2016年版：改訂ポイ
ント

 山口　幸二 702～709
2　疫　学

 窪田　賢輔 710～714
3　危険因子

 本多　五奉・鈴木　　裕
 松木　亮太・小暮　正晴
 横山　政明・杉山　政則 715～719
4　膵囊胞・IPMNと膵癌合併

 多田　　稔 720～722
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5　糖尿病と膵癌合併
 丹藤　雄介・柳町　　幸
 佐藤　江里・松橋　有紀
 近澤　真司 723～727
6　家族性膵癌

 高折　恭一・森実　千種
 北野　雅之・松林　宏行
 和田　慶太・肱岡　　範
 谷内田真一 728～732
7　病　理

 福嶋　敬宜 733～739
8　発癌の基礎研究

 古川　　徹 740～745
9　浸潤・転移の基礎研究

 清水　京子 746～751
10　分子診断の基礎研究

 金井　雅史 752～754
Ⅱ　診　断
1　診断の手順

 本定　三季・祖父尼　淳
 土屋　貴愛・鎌田健太郎
 田中　麗奈・糸井　隆夫 756～760
2　腫瘍マーカー・血中膵酵素

 関根　匡成・松本　吏弘
 浅野　岳晴・鷺原　規喜
 宮谷　博幸・眞嶋　浩聡 761～764
3　超音波

 石川　卓哉・廣岡　芳樹
 川嶋　啓揮・大野栄三郎
 須原　寛樹・後藤　秀実 765～770
4　 膵癌における超音波内視鏡（EUS）の役割

 伊原　　諒・植木　敏晴
 平塚　裕晃・畑山　勝子
 永山林太郎・土居　雅宗
 丸尾　　達 771～778
5　CT診断

 蒲田　敏文・香田　　渉
 小坂　一斗・井上　　大
 米田　憲秀・北尾　　梓 779～788
6　MRI/MRCP

 小川　　浩・竹原　康雄
 長縄　慎二 789～793
7　膵癌診断における ERCP

 馬淵　正敏・國吉　宣行
 関根　一智・辻川　尊之
 髙野　祐一・土井　晋平
 安田　一朗 794～800
8　PET

 村上　康二 801～806
9　早期診断へのアプローチ

 南　　智之・花田　敬士
 平野　巨通・清水　晃典
 福原　基允・矢野　成樹 807～810

Ⅲ　治　療
1　治療方針（外科治療）

 早﨑　碧泉・岸和田昌之
 伊佐地秀司 812～819
2　外科治療

 吉岡　伊作・藤井　　努
 渋谷　和人・関根　慎一
 平野　勝久・奥村　知之 820～824
3　内視鏡手術

 宮坂　義浩・大塚　隆生
 森　　泰寿・仲田　興平
 中村　雅史 825～830
4　膵癌に対する術前補助療法

 元井　冬彦・海野　倫明 831～837
5　術後補助療法

 伊藤　貴明・杉浦　禎一
 岡村　行泰・山本　有祐
 蘆田　　良・坂東　悦郎
 塩見　明生・寺島　雅典
 上坂　克彦 838～842
6　 遠隔転移を伴う膵癌の Conversion手術

 岡田　健一・山上　裕機 843～847
7　治療方針（切除不能）

 藤澤　聡郎・高橋　　翔
 鈴木　彬実・冨嶋　　享
 金澤　　亮・石井　重登
 斉藤　紘昭・伊佐山浩通 848～854
8　化学療法

 古瀬　純司 855～861
9　放射線療法

 伊藤　芳紀 862～867
10　新しい薬物療法

 坂本　康成・奥坂　拓志 868～875
11　胆管ドレナージ，ステント

 水出　雅文・良沢　昭銘
 藤田　　曜・小林　正典
 谷坂　優樹・小畑　　力 876～881
12　十二指腸ステント

 中井　陽介・高原　楠昊
 木暮　宏史・伊佐山浩通
 多田　　稔・小池　和彦 882～886
13　緩和ケア

 辻本　彰子・喜多絵美里
 須藤研太郎・中村　和貴
 山口　武人 887～890
Ⅳ　鑑別疾患と類縁疾患
1　慢性膵炎

 伊藤　　謙・岸本　有為
 岩崎　　将・吉本　憲介
 岡野　直樹・五十嵐良典 892～898
2　自己免疫性膵炎

 神澤　輝実・来間佐和子
 千葉　和朗・田畑　拓久
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 小泉　理美・菊山　正隆 899～905
3　P‒NET

 肱岡　真之・伊藤　鉄英
 宮原　稔彦・山本　　学
 祗園　智信・吉田　佳弘 906～910
4　IPMN

 丹野　誠志 911～915
5　その他の膵囊胞性腫瘍

 奥野のぞみ・水野　伸匡
 桑原　崇通・岩屋　博道
 原　　和生 916～923
6　まれな膵腫瘍の画像所見の特徴

 小松　直広・真口　宏介
 金　　俊文・矢根　　圭
 林　　　毅・潟沼　朗生
 高橋　邦幸 924～931
Ⅴ　トピックス
1　膵癌実験モデル

 伊地知秀明 934～940
2　ロボット膵切除術

 堀口　明彦・宇山　一朗
 伊東　昌広・浅野　之夫
 荒川　　敏・志村　正博 941～945
3　 腹膜播種の化学療法―腹膜転移膵癌の化学
療法

 里井　壯平・山本　智久
 山木　　壮・井上健太郎
 柳本　泰明・松井　陽一 946～949
4　 膵癌の癌性疼痛に対するEUSガイド下神経
叢ブロック（融解）術の有用性

 宮田　　剛・竹中　　完
 工藤　正俊 950～957
5　高齢者膵癌の治療

 庄　　雅之・赤堀　宇広
 長井美奈子・西和田　敏
 中村　広太・中川　顕志 958～962
●Vol.　33　No.　8　 大腸腫瘍治療後のサーベイランス
巻頭言 平田　一郎 973～974
 1． 大腸腺腫摘除後のサーベイランス―JPSの結
果と海外ガイドラインとの比較も含めて

 小林　　望・松田　尚久
 佐野　　寧・藤井　隆広 975～980
 2． SSA/P摘除後のサーベイランス
 佐野　　亙・佐野　　寧 981～986
 3． 大腸側方発育型腫瘍（LST）摘除後のサーベ
イランス

 保田　和毅・岡　　志郎
 田中　信治・二宮　悠樹
 林　　奈那・茶山　一彰 987～994
 4． 早期大腸癌内視鏡摘除後のサーベイランス
 南出　竜典・池松　弘朗
 新村　健介・大野　康寬
 矢野　友規 995～1000

 5． 大腸癌外科的切除後のサーベイランス
 中原　健太・石田　文生
 一政　克朗・若村　邦彦
 日高　英二・工藤　進英 1001～1008
 6． 中間期癌（interval cancer）について
 草場　喜雄・鶴田　　修
 永田　　務・徳安　秀紀
 大内　彬弘・向笠　道太 1009～1014
 7． 大腸カルチノイド腫瘍（NET）摘除後の対応
 関口　正宇・坂本　　琢
 関根　茂樹・高丸　博之
 山田　真善・谷口　浩和
 松田　尚久・斎藤　　豊 1015～1023
 8． リンチ症候群のサーベイランス―消化管を
中心に

 千野　晶子・西川　雄輔
 安江　千尋・井出　大資
 斎藤　彰一・五十嵐正広 1025～1031
 9． 家族性大腸腺腫症のサーベイランス
 石川　秀樹 1033～1037
 10． Cold polypectomy後の適切なサーベイラン
ス間隔

 中平　博子・竹内　洋司
 松浦　倫子・東野　晃治
 上堂　文也・石原　　立 1039～1044
 11． 潰瘍性大腸炎の dysplasia
 渡辺　憲治・西下　正和
 横山　陽子・宮嵜　孝子
 樋田　信幸・中村　志郎 1045～1050
 12． 非腫瘍性大腸ポリープ摘除後のサーベイラ
ンス

 久部　高司・石原　裕士
 植木　敏晴 1051～1055
 13． 正常大腸者のサーベイランス
 木村　聖路 1057～1061
●Vol.　33　No.　9　 膵神経内分泌腫瘍 update
巻頭言 木村　　理 1085～1086
 1． 膵神経内分泌腫瘍の疫学
 伊藤　鉄英・藤山　　隆
 宮原　稔彦・肱岡　真之
 藤森　　尚・米倉　由規
 恒吉　正澄 1087～1091
 2． 膵神経内分泌腫瘍の病理
 笹野　公伸・笠島　敦子 1093～1097
 3． 膵神経内分泌腫瘍のがん遺伝子研究―

PHLDA3は膵神経内分泌腫瘍の運命を決定
する

 冨永　航平・陳　　　妤
 大木理恵子 1099～1109
 4． 膵神経内分泌腫瘍と遺伝性疾患
 松尾　真理 1111～1115
 5． 膵神経内分泌腫瘍の CT，MRI
 山口　晴臣・佐野　勝廣
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 市川　智章 1117～1126
 6． 膵神経内分泌腫瘍の US，EUS
 肱岡　　範・坂本　康成
 近藤　俊輔・森実　千種
 水口　安則・奥坂　拓志 1127～1138
 7． インスリノーマの診断
 五十嵐久人・植田圭二郎
 藤森　　尚・伊藤　鉄英 1139～1145
 8． ガストリノーマの診断
 河本　　泉・細田　洋平
 今村　正之 1147～1154
 9． まれな機能性膵神経内分泌腫瘍の診断
 中島　陽平・大塚　隆生
 森　　泰寿・仲田　興平
 宮坂　義浩・中村　雅史 1155～1159
 10． 核医学の膵神経内分泌腫瘍診断・治療への応
用

 小林　規俊・高野　祥子
 金田　朋洋・市川　靖史 1161～1168
 11． 膵神経内分泌腫瘍の手術治療
 工藤　　篤・小野　宏晃
 小川　康介・光法　雄介
 伴　　大輔・田邉　　稔 1169～1175
 12． 膵神経内分泌腫瘍の化学療法
 古瀬　純司 1177～1182
 13． 膵神経内分泌腫瘍のバイオセラピー，分子標
的治療薬

 池田　公史・今岡　　大 1183～1187
●Vol.　33　No.　10　 十二指腸上皮性非乳頭部腫瘍の診療を

巡って―現状と課題
巻頭言 藤城　光弘 1207～1209
 1． 十二指腸上皮性非乳頭部腫瘍概論
 神崎　洋光・岡田　裕之 1210～1216
 2． 十二指腸上皮性非乳頭部腫瘍の臨床病理と
分子生物学を巡って

（1） 臨床病理概論
 津山　　翔・八尾　隆史 1217～1224
（2） 形質発現と悪性度

 鳥羽　崇仁・岡本　陽祐
 菊池　大輔・飯塚　敏郎
 布袋屋　修・五十嵐良典 1225～1230
（3） 十二指腸癌の分子生物学的背景―何がど

こまでわかっているのか？
 小島　洋平・鈴木　　裕
 阪本　良弘・正木　忠彦
 森　　俊幸・阿部　展次 1231～1238
 3． 十二指腸上皮性非乳頭部腫瘍の診断を巡っ
て

（1） 内視鏡診断
 辻　　陽介・藤城　光弘
 小池　和彦 1239～1244
（2） NBI併用拡大内視鏡

 辻　　重継・土山　寿志 1245～1252

 4． 十二指腸上皮性非乳頭部腫瘍の治療を巡っ
て

（1） 十二指腸上皮性非乳頭部腫瘍に対する外
科治療―縮小手術を中心に

 阿部　展次・橋本　佳和
 竹内　弘久・鈴木　　裕
 阪本　良弘・森　　俊幸 1253～1262
（2） EMR

 山本　頼正 1263～1268
（3） ESD

 落合　康利・後藤　　修
 中山　敦史・加藤　元彦
 前畑　忠輝・矢作　直久 1269～1276
（4） 浸水下 EMR

 井上俊太郎・山崎　泰史
 上堂　文也 1277～1280
（5） 十二指腸の cold snare polypectomy（D‒

CSP）
 滝沢　耕平・細谷　和也
 角嶋　直美・川田　　登
 吉田　将雄・小野　裕之 1281～1287
（6） 偶発症予防対策：胆膵ドレナージと PGA

シート
 滝本　見吾・江坂　直樹
 遠藤　文司・水本　吉則
 勝島　慎二・玉置　　大 1289～1294
（7） 偶発症予防対策：OTSC

 村元　　喬・大圃　　研
 港　　洋平・里館　　均
 松橋　信行 1295～1306
●Vol.　33　No.　11　 消化器病漢方治療―理論と実践
巻頭言 屋嘉比康治 1327～1328
 1． 「証」と「症状」と「診断」いずれを優先す

るか？
 佐藤　　弘 1329～1334
 2． 総論：消化器疾患―どのように処方するか
（1） 東洋医学の消化器疾患治療法

 中村東一郎 1335～1339
（2） 西洋医学からみた漢方薬治療法

 中田　佳延・新井　　信 1341～1347
 3． 理論：漢方薬作用機序の科学的解明
（1） 六君子湯

 武田　宏司・大久保直登
 中川　宏治・大西　俊介
 藤塚　直樹・服部　智久 1349～1356
（2） 大建中湯

 河野　　透 1357～1364
（3） 半夏瀉心湯

 上園　保仁・宮野加奈子 1365～1369
（4） 潤腸湯/麻子仁丸

 沼田　朋大・井上　隆司 1371～1376
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 4． 実践：漢方薬治療の実際―このように治療す
る

（1） 食欲不振―フレイルも含めて
 宇都奈々美・安宅　幸司
 網谷　東方・乾　　明夫 1377～1385
（2） 胃食道逆流症（GERD）や嚥下障害

 川見　典之・岩切　勝彦 1387～1392
（3） 胃もたれ，機能性ディスペプシア

 富永　和作 1393～1400
（4） 便秘・下痢・過敏性腸症候群

 眞部　紀明・中藤　流以
 藤田　　穣・楠　　裕明
 鎌田　智有・畠　　二郎
 春間　　賢 1401～1407
（5） 炎症性腸疾患

 及川　哲郎 1409～1414
（6） 外科領域における漢方治療

 今津　嘉宏・堀口　速史
 宮田　直輝・村上　智洋
 廣津　　周・田中　　慧
 田邉　真帆・浜野　愛理
 藤崎　章子 1415～1420
（7） がん化学療法副作用軽減と支持療法

 元雄　良治 1421～1427
●Vol.　33　No.　12　 消化管粘膜下腫瘍（SMT）の診療
巻頭言 西田　俊朗 1445～1446
 1． 消化管粘膜下腫瘍の概念とその鑑別疾患
 新美　惠子・皆月ちひろ
 石橋　　嶺・田村　直樹
 山道　信毅・藤城　光弘
 小池　和彦 1447～1453
 2． 消化管粘膜下腫瘍における分子異常―GIST
を中心に

 廣田　誠一 1455～1460
 3． 消化管粘膜下腫瘍の病理診断
 河内　　洋 1461～1468
 4． 消化管粘膜下腫瘍の画像診断
（1） 通常内視鏡，EUS，CT，MRI

 吉永　繁高・三宅　基隆 1469～1478
（2） PET，PET‒CT

 倉田　精二・角　　明子
 椿　　史裕・藤本　公則
 安陪　等思 1479～1484
 5． 消化管粘膜下腫瘍に対する EUS‒FNAの実
際

 奥野のぞみ・水野　伸匡
 桑原　崇通・松本　慎平
 原　　和生 1485～1492
 6． 消化管粘膜下腫瘍に対する直視下生検法の
実際

 片岡　幹統・海老沼浩利
 樋口　　肇・梅田瑠美子
 宮田　直輝・高橋　冴子 1493～1499

 7． 消化管粘膜下腫瘍に対する内視鏡治療
（EMR，ESD）

 土山　寿志・中西　宏佳 1501～1507
 8． 経口内視鏡的粘膜下腫瘍核出術（POET）の
適応と実際

 井上　晴洋・鬼丸　　学 1509～1514
 9． LECSの適応と実際
 樋口　和寿・後藤　　修
 柿沼　大輔・藤田　逸郎
 貝瀬　　満・岩切　勝彦 1515～1520
 10． 消化管粘膜下腫瘍に対する外科手術（内視鏡
外科手術，開腹開胸手術）

 橋本　佳和・阿部　展次
 高木　泰介・大木亜津子
 竹内　弘久・長尾　　玄 1521～1531
 11． 食道でみられる粘膜下腫瘍
 島田　英雄・西　　隆之
 冨田さくら・千野　　修
 小澤　壯治・幕内　博康 1533～1540
 12． 胃でみられる粘膜下腫瘍
 岩室　雅也・岡田　裕之 1541～1548
 13． 十二指腸でみられる粘膜下腫瘍
 角嶋　直美・吉田　将雄
 川田　　登・滝沢　耕平
 松林　宏行・小野　裕之 1549～1554
 14． 空腸，回腸でみられる粘膜下腫瘍
 森川　昇玲・矢野　智則 1555～1559
 15． 大腸でみられる粘膜下腫瘍
 石岡　充彬・井出　大資
 千野　晶子・斎藤　彰一
 五十嵐正広 1561～1568
●Vol.　33　No.　13　 肝線維化―診断を超えて
巻頭言 佐々木　裕 1585～1586
 1． 肝線維化，肝硬変の病理診断
 全　　　陽 1587～1592
 2． 肝線維化の非侵襲的評価方法
（1） FibroScan®

 辰巳　明久 1593～1598
（2） 超音波エラストグラフィ（FibroScan®以外）

 小林奈津子・飯島　尋子
 吉田　昌弘・西村　貴士
 西口　修平・廣田　誠一 1599～1604
（3） MRエラストグラフィ

 中島　　淳・今城　健人
 小林　　貴・小川　祐二
 結束　貴臣・本多　　靖
 米田　正人・斎藤　　聡 1605～1611
（4） バイオマーカーによる肝線維化診断

 朝比奈靖浩 1613～1620
（5） 慢性肝疾患における肝線維化予想式

 小野　正文・角田　圭雄
 越智　経浩・宗景　玄祐
 西原　利治 1621～1628
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内視鏡の読み方（連載）

Vol.　33　No.　1
終末回腸に多発する潰瘍・狭窄により再発性腸閉
塞をきたした回腸結核の 1例
 鈴木　将大・三井　啓吾
 貝瀬　　満・岩切　勝彦 124～128
Vol.　33　No.　2
白斑が治療効果と相関した好酸球性食道炎の一
例
 中村　康宏・菊池　大輔
 飯塚　敏郎・栗林　泰隆
 井下　尚子・布袋屋　修 237～240
Vol.　33　No.　3
胃サルコイドーシス
 福馬有美子・菊池　大輔
 飯塚　敏郎・布袋屋　修 351～354
Vol.　33　No.　6
らせん状収縮（corkscrew appearance）を契機に，
Jackhammer食道と診断された 2例
 星野慎太朗・川見　典之
 貝瀬　　満・岩切　勝彦 672～676

Vol.　33　No.　8
ESD後追加手術検体で固有筋層内に遺残病変を
認め，進行食道癌の診断に至った 1例
 小笠原暢彦・菊池　大輔
 飯塚　敏郎・井下　尚子
 宇田川晴司・上野　正紀
 布袋屋　修 1062～1066
Vol.　33　No.　9
遺伝性出血性毛細血管拡張症における消化管出
血の 1例
 樋口　和寿・貝瀬　　満
 岩切　勝彦 1188～1192
Vol.　33　No.　12
胃 hamartomatous inverted polyp
 藤崎　順子・山本　安則
 石山晃世志・吉水　祥一
 堀内　裕介・由雄　敏之
 平澤　俊明・土田　知宏
 河内　　洋・山本智理子 1573～1578

 3． 肝線維化と肝発癌リスク（臨床）
 八橋　　弘 1629～1636
 4． 肝線維化の動物モデル―肝発癌との関連を
含めて

 汐田　剛史 1637～1644
 5． C型慢性肝炎 SVR後の肝線維化・肝発癌リ
スクの変化

 中込　　良・建石　良介
 小池　和彦 1645～1650
 6． 抗ウイルス治療による B型慢性肝炎の肝線
維化改善

 保坂　哲也 1651～1657

 7． 肝線維化は最強の NASH予後決定因子か
 角田　圭雄・小野　正文
 藤井　英樹・徳重　克年
 中島　　淳・米田　政志 1659～1666
 8． 肝線維化改善治療と肝再生医療の現状と展
望

 土屋　淳紀・小川　雅裕
 野尻　俊介・渡邉　貴之
 竹内　　卓・寺井　崇二 1667～1674

検査値の読み方（連載）

Vol.　33　No.　1
自己免疫性肝炎における自己抗体―抗平滑筋抗
体測定の意義について
 水田　敏彦・澁木　太郎 129～133
Vol.　33　No.　2
長期の核酸アナログ製剤内服にてネフローゼ症
候群が完治した B型慢性肝炎の一例
 正木　尚彦・栁瀬　幹雄 247～250
Vol.　33　No.　4
突然の意識障害を示した若年肝障害の 1例
 中牟田　誠 452～456
Vol.　33　No.　5
Fusobacteriumによると考えられ，肺血栓塞栓症
を合併した，健常男性に生じた肝膿瘍の 1例
 池田　朱里・加藤　知爾

 光井　　洋・鈴木　丈夫
 中井　達郎・橋本　直明 571～578
Vol.　33　No.　10
HBV，HCV重複感染に対して治療介入した一例
 手塚　匠海・三神信太郎
 正木　尚彦 1307～1311
Vol.　33　No.　11
PBC‒AIHオーバーラップの 1例
 今　　一義 1433～1438
Vol.　33　No.　13
プロテイン C活性低下による門脈血栓症を契機
に敗血症，特発性細菌性腹膜炎，肝不全を呈した
NASHの肝硬変例
 三浦　英明 1687～1694
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薬の知識（連載）

Vol.　33　No.　1
クローン病治療薬　ブデソニド（ゼンタコート®）
	 鈴木　康夫	 134～138
Vol.　33　No.　2
リナクロチド（リンゼス®錠）
	 中島　　淳	 241～246
Vol.　33　No.　3
ジメンシー®配合錠（ダクラタスビル塩酸塩/アス
ナプレビル/ベクラブビル塩酸塩）
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